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ⅠⅠⅠⅠ    はじめにはじめにはじめにはじめに    

    

  平成２４年度から全面実施される新しい学習指導要領では，評価の観点が「音楽への関心・意欲・態度」

「音楽表現の創意工夫」「音楽表現の技能」「鑑賞の能力」の４観点の適用となる。
１）

新しい評価の観点や学

習評価の基本的な考え方について示した「児童生徒の学習評価の在り方について」では，新しい学習指導要

領においては，「生きる力」をはぐくむため，学力の重要な要素それぞれの育成を図っていくことが必要であ

ることと，学習評価の検討に当たっても，このような学力に関する基本的な考え方を踏まえながら検討を進

める必要があると報告されている。
２）

これらの報告をもとに音楽科の評価の観点とその趣旨の新旧対照を領

域別に整理すると，「Ａ表現」領域では，現行の観点「音楽的な感受や表現の工夫」が，「音楽を形づくって

いる要素を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら音楽表現を工夫し，どのように表

すかについて思いや意図をもっているという」趣旨の新しい観点「音楽表現の創意工夫」となること。観点

「表現の技能」については，「創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に付け，歌唱，器楽，創作

で表している。」という趣旨の新しい観点「音楽表現の技能」となること。「Ｂ鑑賞」領域においては，「音楽

的な感受や表現の工夫」と「鑑賞の能力」の２つの観点が，「音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの

働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，解釈したり価値を考えたりして，よさや美しさを味わって聴

いている」という趣旨の新しい観点「鑑賞の能力」となることがあげられる。これら新しい観点の趣旨を十

分踏まえた上で ，「音楽的な感受」（〔共通事項〕の事項ア）を基軸とした指導内容の焦点化と育成する学力

を明確にした指導計画の作成にあたることが肝要となる。そして，これからの音楽科では，音楽を形づくっ

ている要素を手掛かりにしながら思考・判断し，音楽を豊かに表現したり鑑賞を深めたりする指導を充実す

ることが求められている。このことからも音楽科における「思考力・判断力・表現力」と「評価」の在り方

を念頭に入れ，研究実践を進めることが重要であると考える。 

 

ⅡⅡⅡⅡ    研究の経過研究の経過研究の経過研究の経過    

 

１．１．１．１．    本科の研究主題について本科の研究主題について本科の研究主題について本科の研究主題について    

 本科では，平成１７年度から昨年度まで，主題「自分なりの音楽を追究し，豊かに表現する生徒の育成」

の下，６年間継続研究に取り組み，生徒が「自分なりの音楽観（価値観）」を追究していく礎となる，知覚・

感受力，表現力，鑑賞力，文化理解力，人間関係形成力等の育成をめざし，実践に当たってきた。 

主な研究内容（平成２０年度，平成２１年度は研究副主題）は以下の通りである。なお，平成２１年度と

平成２２年度は，国立教育政策研究所（以下“ＮＩＥＲ”）教育課程研究指定を受けての取組である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

本科ではこれまで，「自分なりの音楽観（音楽に対する価値観）」を育てる観点から，１単位時間といった

短いスパンはもとより，題材等を通して自分と音楽とのかかわりについて意識し，もっと長いスパン，すな

わち生涯にわたって音楽を愛好していくための音楽と自分の接点を見つけることのできる生徒の育成を目指

してきた。目指す生徒は，自分の感情と重なり合った「自分なりの音楽観（音楽に対する価値観）」を追究し

ていく生徒であり，様々な音楽活動をしていく根幹となる基礎・基本となる諸能力について，自分に何が身

に付いていて，何が身に付いていないのかを適切に自己評価することのできる生徒である。これらを追究し

ていくことは，包括的に自己の感情をとらえることにもつながり，音楽科の教科目標にある豊かな情操を養

うことに寄与していけるものと考えてきた。 

また，併せて「豊かに表現する」生徒の育成についても目指してきた。この「表現する」生徒とは，音楽

表現のみならず，鑑賞活動においても感受した自己の内にあるものを，自分の感情の変化を踏まえながら，

音楽に関する言葉などを用いて，音楽に対して，自分なりの根拠をもって批評することのできるように，何

らかの形（発話，批評文等）で外部に表出，表現させることのできる生徒という意味である。 

さらに，「知覚・感受する」，「思考・判断する」，「表現する」といった一連の学習過程はもとより，各題

材を通して習得された知識や技能などを個々に積み重ねていくだけではなく，それらを相互に関連させ活用

することによって，「自分なりの音楽観」は培われていくものと考えてきた。今回の新学習指導要領の音楽科

の改訂では，新たに，教科目標の中に「音楽文化についての理解を深め」ること，が規定された。これは，

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して学習が行われることを大前提としており，「自己の思いや意図をもって」

音楽表現するといった，音によるコミュニケーションを基盤とする音楽活動，すなわち音楽文化そのものを

対象とした学習を通して，それらの理解を深めていくことが求められているのである。 

これらを鑑みても，知覚・感受したことを基に，自分なりの思いや意図をもって音楽表現したり，味わっ

て聴き深める力を育成することや，生涯にわたって音楽文化に親しむ態度を育成したりしていくことは，こ

れからの音楽教育の根幹を為す大切なことと考える。ゆえに，後述する本年度の研究主題「音楽的な感受を

支えに，豊かに音楽表現し，聴き深める生徒の育成」においても継続していく。 

                                                          

２．２．２．２．    昨年度の研究について昨年度の研究について昨年度の研究について昨年度の研究について    

昨年度は，平成２０年度から取り組んできた音楽科における言語活動の在り方ついての実践・研究を踏ま

えつつ，平成２１年度からＮＩＥＲの研究指定を受け取り組んだ「我が国の伝統的な歌唱及び鑑賞」に関す

る研究・実践を基軸に推進した。具体的には，「我が国の伝統的な歌唱及び鑑賞」に着目した題材について，

伝統的な声の特徴を感じ取れる教材として「謡曲」（謡曲とは，能の詞章を囃子の伴奏なしに能から離れて謡

うことをいう。）を扱い，工夫改善を進めた。ここでは「謡曲」を表現教材とした題材「謡曲に親しもう」に

ついて，「能」とのかかわりから，その歴史的な背景なども含め，より一層，鑑賞領域との関連を図った指導

計画等の見直しを進め，題材「能に親しもう」とした。また，これまでの実践・研究の成果と課題を踏まえ，

主な研究内容 

○ 平成１７年度「自分なりの音楽をはぐくむ３つのアプローチ」 

○ 平成１８年度「自分なりの音楽と学習活動とのかかわりの明確化」 

○ 平成１９年度「自己の思いや意図をもって表現する力と自己の価値観をもって批評する力の育成」 

○ 平成２０年度「音楽科における言語活動の工夫」 

○ 平成２１年度「我が国の伝統的な歌唱及び鑑賞に関する学習指導の工夫」（ＮＩＥＲ研究指定１年次） 

○ 平成２２年度「我が国の伝統的な歌唱及び鑑賞に関する学習指導の工夫」（ＮＩＥＲ研究指定２年次） 

 



研究指定２年次のまとめを行った。その詳細については，ここでは割愛させていただく。 

     

ⅢⅢⅢⅢ    本年度の研究本年度の研究本年度の研究本年度の研究    

 

平成２１・２２年度にＮＩＥＲの研究指定を受けて取り組んだ「我が国の伝統的な歌唱及び鑑賞」や，平

成２０年度から取り組んできた「音楽科における言語活動の在り方」についての研究成果や課題を踏まえ，

これからの中学校音楽科の学習指導と新しい学習評価のポイントに関する実践・研究を推進すべく，本科で

は「思考・判断・表現」及び「関心・意欲・態度」に関する評価方法の開発等に取り組んでいる。 

具体的には，新しい学習評価のポイントとして，「Ａ表現」領域の学習と「Ｂ鑑賞」領域の学習を支える

「音楽的な感受」（〔共通事項〕の事項ア…音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの

働きが生み出す特質や雰囲気を感受する）を窓口に，感性を高め，思考・判断し，表現する一連の過程にお

ける学習指導とその評価を重視し，身に付けさせようとしている資質や能力を明確にした上で，評価規準の

見直しや評価方法等の工夫に取り組んでいる。これらの取組によって，新しい学習指導要領に定められた音

楽科の目標等の実現状況をより適切に把握することができるとともに，音楽科における「思考・判断・表現」

に係る観点として位置付けられている「Ｂ鑑賞」領域の「鑑賞の能力」や，「Ａ表現」領域の「音楽表現の創

意工夫」に係る力と「音楽表現の技能」に係る力についても相互にかかわらせながら伸ばすことができるも

のと考える。また，これら三つの観点と密接に結び付いている「音楽への関心・意欲・態度」については， 

学習指導とその評価に係る課題を常に捉えながら，改善を図り，歌唱，器楽，創作で豊かに音楽表現する，

或いは，自分なりに批評をし，よさや美しさなどを味わって聴き深めるといった学習を繰り返していくこと

で，主体的に音楽表現や鑑賞の学習に取り組もうとする態度の育成につながると考える。  

 

ⅣⅣⅣⅣ    教科研究仮説教科研究仮説教科研究仮説教科研究仮説    

 

１．１．１．１．    研究仮説について研究仮説について研究仮説について研究仮説について    

本年度の研究主題は「音楽的な感受を支えに，豊かに音楽表現し，聴き深める生徒の育成」，副主題は，

音楽科における「思考・判断・表現」に関する評価の工夫である。これを基に，（Ⅰ及び）Ⅲに示した研究の

方向性を踏まえ，研究仮説を「音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する一連の過程を重視した学習指

導と，その評価に係る課題を捉え，改善を図ることにより，主体的に歌唱，器楽，創作で音楽表現する力や，

自分なりに批評をし，よさや美しさを味わって聴き深める力を育てることができる。」とした。研究主題と研

究仮説との関連について，以下に図示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 副主題については本年度，主として，音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する一連の過程を重視し

た学習指導と，その評価に係る課題を捉え，その評価方法の工夫改善に取り組むことを意味している。 

    

研究主題研究主題研究主題研究主題「音楽的な感受を支えに，豊かに音楽表現し，聴き深める生徒の育成」 

研究仮説研究仮説研究仮説研究仮説「音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する一連の過程を重視した学習指導と，その評価に

係る課題を捉え，改善を図ることにより，主体的に歌唱，器楽，創作で音楽表現する力や，自分なりに批

評をし，よさや美しさを味わって聴き深める力を育てることができる。」 

手段手段手段手段    期待する成果期待する成果期待する成果期待する成果 



２．２．２．２．    研究の内容研究の内容研究の内容研究の内容    

評価方法の工夫改善にあたっては，これまでの評価方法等を振り返るとともに，「評価規準の作成，評価

方法等の工夫改善のための参考資料」（中学校音楽）の「教科の学習活動の特質，評価の観点や評価規準，評

価の場面や生徒の発達段階に応じて，様々な評価方法の中から，その場面における生徒の学習状況を的確に

評価できる方法を選択していくことが必要である。上記のような評価方法に加えて，生徒による自己評価や

生徒同士の相互評価を工夫することも考えられる。」の部分と「ワークシート等への記述内容は，「知識・理

解」の評価だけでなく，「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」の評価にも活用することが可能で

あり，生徒の資質や能力を多面的に把握できるように工夫し，活用することが考えられる。」の部分
３）

に特

に留意した。さらに，実際の授業等の課題を捉え，その改善の方策を練るにあたっては，２つの視点（①指

導のねらいや手立てを明確にするといった視点，②音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する一連の学

習過程を位置付けるといった視点）を踏まえ，生徒の授業アンケート等の分析とともに実践・検証すること

とした。 

具体的な取組としては，視点①については，「音楽的な感受」（〔共通事項〕の事項ア）を基軸とした指導

内容の焦点化と育成する学力を明確にした指導計画（評価規準等）を作成するとともに，生徒に確実に学習

する内容を明らかにする方策を練ること，視点②については，各授業の中で，感性を働かせながら音楽の雰

囲気等を感じ取る場面を設定すること，感性を働かせて感じ取ったことを基に，思いや意図をもって音楽表

現を求める場面を設定することや，自分なりの音楽のよさや美しさといった価値を判断しながら味わって聴

くといった場面を設定することで，学習過程における生徒一人一人の形成的な評価を大切にする。また，表

現・鑑賞それぞれの領域の学習における「思考・判断・表現」及び「音楽への関心・意欲・態度」を見取る

ワークシート等の開発（本年度は主として「Ｂ鑑賞」領域の学習における「思考・判断・表現」及び「音楽

への関心・意欲・態度」を見取るワークシート等の開発）に取り組んでいる。 

 

ⅤⅤⅤⅤ    研究仮説に基づく実践例研究仮説に基づく実践例研究仮説に基づく実践例研究仮説に基づく実践例    

    

    研究仮説に基づいた実践例として，題材名「箏に親しもう」（第１学年）を以下に示す。 

◆ 題材名「箏に親しもう」（第１学年） 

◆ 題材について 

本題材では，和楽器のうち「箏」を取り上げ，鑑賞教材として『六

段の調』（八橋検校作曲）を扱う。ここでは，〔共通事項〕のうち，

音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，構成などを支え

として，箏の音色や音楽の特徴を知覚・感受しながら（音楽的な感

受を基に），解釈し価値を考えて鑑賞する活動（思考・判断）を通

して，箏のよさや美しさを味わわせる。併せて，自分の感情の変化

や自分にとっての価値についても言葉で説明するなど（表現等）し

て，他者に拡げさせる。 

 

◆ 年間指導計画から（一部抜粋） 

次は，本年度の年間指導計画の中から本題材に関係する部分を一部抜粋したものである。ここでは，観点

項目別の指導目標，主な学習活動，時数の他，平成２０年度から継続している本校の言語活動に着目した指

導の具体的な取組である，「言語活動系統表」との関連等についても載せている。 

 

授業の様子授業の様子授業の様子授業の様子    



指導目標 主な学習活動 時数 

【言語活動系統表】

との関連 

①【関心・意欲・態度】 

箏や箏の音楽を形づくっている要素や構造と

曲想とのかかわりに関心をもち，鑑賞する学

習に主体的に取り組ませる。 

②【鑑賞の能力】 

箏の音色や強弱の変化，多様な奏法による音

高の微妙な変化などの要素を知覚し，それら

の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら，それによって得られた自分の感情の変化

を言葉で表すなどして聴かせる。 

・自分の感情の変化や箏の音色や

音色の変化等を意識して箏曲『六

段の調』を聴き，感じ取ったこと

を話し合う。 

・楽曲が６つの部分（段）に分か

れていることを知り，自分の担当

する部分（段）を聴いて感じ取っ

た箏の音色や音楽の特徴とそれ

によって得られた感情の変化に

ついて，記述する。 ３ 【感受・表現】 

③【鑑賞の能力】 

箏の多様な奏法や音楽を形づくっている要

素や構造と曲想とのかかわりを感じ取って

聴かせる。 

・楽曲全体を通して視聴し，各段

のおもな奏法や音楽の特徴を確

認するとともに，音楽全体の構成

についても意識して聴く。 

④【鑑賞の能力】 

知覚・感受した箏や箏の音楽の特徴やよさを

その背景となる文化・歴史と関連付けて，解

釈したり価値を考えて味わって聴かせる。 

・まとめの鑑賞として，箏曲『六

段の調』を背景となる文化・歴史

と関連付けて，解釈したり価値を

考えたりし，箏の音楽のよさや美

しさを味わって聴く。 

 

◆ 指導と評価の計画（３時間扱い） 

 ○ねらい  ・学習活動 ◇評価規準 評価方法 

第 

１ 

時 

○箏曲『六段の調』を自分の感情の変化を言葉で表すなどして，箏の音色や各段の曲の特徴を感じ取

って聴く。 

・箏曲『六段の調』全体を自分の感情の大まかな変

化を意識して聴き，ワークシート（以下，ＷＳ）

１－①に記入する。 

・箏の音色を意識して聴き，大まかに感じ取ったこ

とをＷＳ１－②に記述する。 

・ペアになり，互いに自分の感情の変化や感じ取っ

た箏の音色について話し合う。 

・楽曲が６つの部分（段）に分かれていることを知

り，自分の担当する部分（段）を聴いて感じ取っ

た箏の音色や音楽の特徴（Ⅰ）とそれによって得

られた感情の変化（Ⅱ）について，ＷＳ１－③に

それぞれ記述する。 

・ＷＳ１－③に記述した感じ取った箏の音色や音楽

の特徴とそれによって得られた感情の変化につい

てグループ（各段）内で交流する。 

・学級全体で各段の内容を交流する。 

◇箏や箏の音楽を形づくって

いる要素や構造と曲想とのか

かわりに関心をもち，鑑賞す

る学習に主体的に取り組もう

としている。－① 

◇箏の音色や強弱の変化，多様

な奏法による音高の微妙な変

化などの要素を知覚し，それら

の働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら，それによっ

て得られた自分の感情の変化

を言葉で表すなどして聴いて

いる。－② 

観察 

 

 

 

 

ＷＳ 

 



第 

２ 

時 
 

○箏の多様な奏法や各段の音楽を形づくっている要素や全体の構造と曲想とのかかわりを感じ取って

聴いている。 

・箏曲『六段の調』を視聴して，演奏のようすから，

感じ取ったことをＷＳ２－①に記述する。 

・自分の担当した段について，各部分（段）の演奏

の仕方・奏法（Ⅰ）と，それによって得られた箏

の音色や音楽の特徴（Ⅱ）をＷＳ２－②にそれぞ

れ記述し，グループ，学級全体で交流する。 

・箏の多様な奏法の映像を視聴し，奏法と演奏方法

とを知る。 

・自分の担当した段について，感じ取り記述した箏

の音色や音楽の特徴を基に該当する奏法は何かを

考え，ＷＳ２－②に加筆する。 

・記入後，ペアで交流する。 

・楽曲全体を通して視聴し，各段のおもな奏法や音

楽の特徴を確認するとともに，音楽全体の構成に

ついても意識して聴く。 

◇箏の多様な奏法や音楽を形

づくっている要素や構造と

曲想とのかかわりを感じ取

って聴いている。－③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＳ 

 

第 

３ 

時 

○知覚・感受した箏や箏の音楽の特徴やよさをその背景となる文化・歴史と関連付けて，解釈したり 

価値を考えたりし，味わって聴く。 

・作曲者や背景となる文化・歴史について知る。 

・音楽全体の構成や箏の音色や各段の音楽の特徴に

ついて，記述してきたＷＳ３を基に資料（教科書

等）と照らし合わせまとめる。 

・まとめの鑑賞として，箏曲『六段の調』を背景と

なる文化・歴史と関連付けて，解釈したり価値を

考えたりし，箏の音楽のよさや美しさを味わって

聴く。 

◇知覚・感受した箏や箏の音楽

の特徴やよさをその背景と

なる文化・歴史と関連付け

て，解釈したり価値を考えた

りし，味わって聴いている。

－④ 

 

ＷＳ 

 

    

観

点 

指導

目標 

評価方法 Ａのキーワード・具体例 評価規準Ｂ Ｃへの手立て 

鑑

賞

の

能

力 

② 

ＷＳ    

＜キーワード＞ 

「箏の音色」，「間」等（Ⅰ

とⅡのかかわりについて，

自分なりの考えを学習し

た用語を使って具体的に

書き，その内容も適切であ

る。） 

＜具体例＞ 

最初は遅いテンポで，箏の

音色はしっかり余韻が響

いていて，「間」も感じら

れるので，ゆったりとした

落ち着いた感じがする。 

ＷＳに箏の音色や音楽の

特徴（Ⅰ），Ⅰによって得

られた感情の変化（Ⅱ）に

ついて，それぞれ，自分な

りの記述が見られる。 

    

特につまずきが見られ

る場合は，それぞれの

内容について，「～のよ

うな感じがする」等，

大まかにとらえさせる

ように促し，自分なり

に言葉で表すように働

きかける。 

③ 

ＷＳの（Ⅰ）に演奏の仕

方・奏法と，（Ⅱ）にそれ

によって得られた箏の音

色や音楽の特徴ついて，そ

れぞれ，自分なりに音楽に

関する内容の記述が見ら

れる。 

 

授業の様子授業の様子授業の様子授業の様子    



◆ 「思考・判断・表現等」及び「音楽への関心・意欲・態度」を見取るワークシート（ＷＳ）の工夫 

                                                                                                                                

                                                                                                                                

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ⅥⅥⅥⅥ    仮説の検証仮説の検証仮説の検証仮説の検証    

    

次頁に示した「昨年度と本年度の第１期の授業アンケート（生徒）」の集計結果を見ると，生徒の学習目

標への意識が高まっている。このことから，主に視点①にかかわって，題材ごとに指導目標と評価のかかわ

りを明確にし，各題材における身に付けさせようとしている資質や能力を整理し，評価方法や，「おおむね満

足できる」状況（評価規準Ｂ）の具体的な生徒の様子，「十分満足できる」状況（Ａ）のキーワード，Ｃへの

手立てを明記したことを基に，ＷＳを中心とした評価方法等の工夫をし，生徒に学習目標等を示す等したこ

とが，生徒に目標等を意識させることにつながり，生徒の興味・関心や学習目標の達成感や成就感を高める

ことに一定の成果があったことがわかる。一方，「思考・判断・表現」にかかわる②の視点については，授業

アンケートからは検証し難い部分であるため，言語活動等を通して得られる，表現領域では思いや意図をも

って音楽表現を求める場面，鑑賞領域では自分なりの音楽のよさや美しさといった価値を判断しながら味わ

 

音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する

一連の学習過程が見えるワークシー一連の学習過程が見えるワークシー一連の学習過程が見えるワークシー一連の学習過程が見えるワークシートの例トの例トの例トの例    

【学習のポイント】をＷＳに示すことで，

本時の学習目標を生徒に確認させるとと

もに，身に付けさせようとしている内容を

明確にする。また，本時の学習の流れ（音

楽的な感受を基に，思考・判断し，表現す

る一連の学習過程）を生徒に理解させる。 

基となる音楽的な感受の部分…感性を働

かせながら音楽の雰囲気等を感じ取る場

面を設定する。⇒自分の感情の大まかな変

化や箏の音色や音の変化について感じ取

ったことを記述し，話し合わせる。（言語

活動の工夫）⇒自分なりに感じ取ったこと

（ＷＳに記入したこと）を話し合わせる場

面の観察やＷＳの記述内容から「音楽への

関心・意欲・態度」を見取る。 

思考・判断し，表現する一連の学習過程の

部分…感性を働かせて感じ取ったこと

（Ⅰ）を基に（箏の音色や強弱の変化，多

様な奏法による音高の微妙な変化などの

要素を知覚し，それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら）それによって

得られた自分の感情の変化（Ⅱ）を言葉で

表す等の場面を設定する。⇒ＷＳの記述内

容から「思考・判断・表現」を見取る。 

 



って聴くといった場面での生徒の表出内容の変容を基に，現在，検証中である。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ⅦⅦⅦⅦ    成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題    

    

            成果としては，年間指導計画を作成するにあたって，題材ごとに生徒に身に付けさせたい力を整理し，明

確にすることによって，より具体的な学習指導や評価方法等を構想することができた。また，学習の展開を

段階的に捉え，音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現するといった一連の学習過程を意図的・計画的に

位置付けることによって，学習対象への関心を高め理解を深めることができた。課題としては，仮説の後半

部分である，思いや意図をもって豊かに音楽表現したり，自分なりの価値を見だしながら鑑賞したりする力

の育成についての検証をしっかり行うこと。また，評価規準の妥当性・信頼性を高めること，評価の回数や

内容を精選すること，評価規準に照らした生徒一人一人の形成的な評価や工夫ある指導を十分行うこと，学

習指導の展開の中に焦点を絞った評価を位置付けること等にも取り組んでいきたい。 

 

ⅧⅧⅧⅧ    おわりにおわりにおわりにおわりに    

    

本年度は，新学習指導要領の全面実施を見据え，これからの新しい学習評価のポイントである「Ａ表現」

領域の学習と「Ｂ鑑賞」領域の学習を支える，音楽的な感受を基に，思考・判断し，表現する一連の過程に

おける学習指導とその評価を重視し，音楽科における思考・判断・表現等に関する評価の工夫について実践・

研究を行ってきた。前述した成果と課題を踏まえ，これからも日々の実践の中で，生徒が音楽的な感受を支

えに，豊かに音楽表現したり，聴き深めたりしていけるように，学習指導とその評価に係る課題を捉え，改

善を図る等，研鑽に努めていきたい。                            

                                    （文責  嶋 田   歩） 
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第１期授業アンケート（平成22年度と平成23年度の比較）

単位:人 ア イ ウ

全校 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

平成22年度 234 97 14 1 224 104 17 1 195 132 19 0

平成23年度 256 82 8 0 232 102 12 0 215 116 14 1

ア 興味を持てる授業が多かった。

イ 学習目標（付けたい力）を意識して授業に取り組めた。

ウ 学習目標（付けたい力）が身に付いた。

4:よくあてはまる，3:ほぼあてはまる，2:あまりあてはまらない，1:全くあてはまらない  


